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学
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学

一
般
教
育
紀
要

第
五
号

(平
成
元
年
三
月
十
五
目
)

『基
督
教
聖
歌
集
』
考

ー

松
本
栄
子
の
事
績
を
中
心
に
し
て
ー

鈴

木

亨

邪
宗
門
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
た
翌
年

の
明
治
七
年
に
、
横
浜

・
神
戸

・
長

崎
の
三
港
市
を
中
心
と
し
て
、
七
種
類
の
讃
美
歌
集
が
作
ら
れ
た
。
高
札
は
外
さ

れ
て
も
、
な
お
キ
リ
ス
ト
教
が
公
認
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
折

の
こ
と
と
て
、
そ
れ

ら
は
開
港
場
の
外
人
居
留
地
内
に
設
け
ら
れ
た
教
会
中
心
に
編
ま
れ
た
も
の
だ

っ

た
。
ち
な
み
に
、
信
教
の
自
由
が
曲
が
り
な
り
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
同
二
十
二
年
に
発
布
さ
れ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
に
お
い
て
で
あ
る
。

そ
の
七
点
の
出
自
は
、
組
合
教
会
系
が
三
点
、

一
致
教
会

(
の
ち
の
日
本
基
督

教
会
)
系
が
二
点
、

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
系
、
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
系
が
そ
れ
ぞ
れ

一

点
ず

つ
。
所
収
歌
数
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
八
篇

か
ら
三
十
九
篇
ま
で
の
開
き
が
あ
り
、

す
べ
て
百
五
十
五
篇
に
及
ぶ
け
れ
ど
も
、
そ

の
中
に
は
共
通

・
同
種
の
も
の
が
少

な
く
な
い
。
ま
た
、
判
型
も
ま
ち
ま
ち
と
は
い
え
、
概
し
て
小
ぶ
り
で
、
木
版
本

が
五
点
、
ほ
か
に
活
字
本
、
写
本
が
そ
れ
ぞ
れ

一
点
ず

つ
あ
る
。

そ
の
後
、
明
治
二
十

一
年
に
画
期
的
な
合
同
歌
集
と
し
て

『新
撰
讃
美
歌
』
が

編
ま
れ
、
次
い
で
同
二
十
三
年
に
譜
付
き

の

一
段
と
完
備
し
た
そ
の
改
訂
版
が
刊

行
さ
れ
る
ま
で
、
主
と
し
て
教
派
別
の
聖
歌
集
が
、
す
べ
て
四
十
五
点
ほ
ど
作
ら

れ
る
。
そ
の
間
、
各
教
派
は
め
ま
ぐ
る
し
い
離
合
集
散
を
繰
り
返
す
。
ま
ず
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト

一
般
が
、
自
由
民
権
運
動
と
同
盟
を
結
ん
で
闘

っ
た
明
治
十
年
代

半
ば
ご
ろ
ま
で
は
、

一
致
団
結
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
合
同
の
気
運
の
盛
り
上
り

・

を
み
せ
る
の
だ
が
、
つ
い
に
そ
れ
は
実
現
せ
ず
、
自
由
民
権
運
動
の
挫
折
、
さ
ら

に
鹿
鳴
館
時
代
、
憲
法
発
布
と
、
見
せ
か
け
の
近
代
化
が
進
行
す
る
過
程
で
、
各

教
派
は
激
し
く
競
合
し
、
分
裂
は
も
は
や
避
け
ら
れ
な
く
な
る
。

『新
撰
讃
美
歌
』

の
成

っ
た
明
治
二
十

一
年
は
、
す
な
わ
ち
憲
法
発
布

の
前

年

で
、
教
界
の
二
大
勢
力
た
る

一
致
教
会
派

(長
老
教
会
派
と
改
革
教
会
派
町
合
体

し
た
も
の
)
と
組
合
教
会
派
と

の
握
手
は
、
い
ま

一
歩
の
と
こ
ろ
で
実
現
し
な
か

っ
た
も
の
の
、
副
産
物
と
し
て
両
派
共
編
の
こ
の
歌
集
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

所
収
二
百
六
十
三
篇
。
そ
れ
ま
で
の
試
作
期

の
全
成
果
に
目
配
り
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
は
事
実
上
の
合
同
歌
集
と
称
す
る
に
足
り
る
も
の
で
あ

り
、
ま

た
現
行

の

『讃
美
歌
』
(昭
和
二
十
九
年
)
の
基
礎
と
も
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。
本
書
に
関
与
し

た
ひ
と
は
多
い
が
、
主
と
し
て
実
務
に
携
わ

っ
た
の
は
、

一
致
教
会
派
の
奥
野
昌

た
か
よ
し

綱
、
植
村
正
久
、
組
合
教
会
派

の
松
山
高
吉
、
G

・
オ
ル
チ
ン

(音
楽
担
当
)
の

四
者
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た

『新
撰
讃
美
歌
』

の
出
現
に
先
立

っ
て
、
前
述
し
た
よ
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う
に
四
十
五
点
に
及
ぶ
諸
歌
集
が
作
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ

の
試
作
期
の

様
相
を
、
次
に
探

っ
て
み
よ
う
。
-

こ
の
四
十
五
点
と
い
う
数
字
は
、
海
老
沢

有
道
著

『
日
本

の
讃
美
歌
』
(昭
和
二
十
二
年
)

の
記
述
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
第
四
十
五
番
目
の

『(
甲O
◎Db
O
一
国
団
B
ロ
ロo』
は
、
英
語

の
福
音
讃
美
歌
四
百
二

十
六
篇
を
収
録
し
た
も
の
な
の
で
除
外
し
、
他

の
四
十
四
点
を
こ
こ
で
は
対
象
と

す
る
。

そ
れ
ら
四
十
四
点
を
教
派
別
に
み
る
と
、
組
合
教
会
派
十
四
点
、

メ
ソ
ジ
ス
ト

教
会
派

・
聖
公
会
派
が
と
も
に
九
点
、
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
派
六
点
、

一
致
教
会
派

五
点
で
、
別
に
教
派
不
明
の
も
の
が

一
点
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
収
録
さ
れ

て
い
る
歌
数
に
は
、
八
篇
か
ら
二
百
四
十
七
篇
ま
で
の
開
き
が
あ

っ
て
多
様
だ
が
、

合
計
す
る
と
三
千
九
百
六
十
五
篇
に
達
し
、
そ
の
平
均
は
約
九
十
篇
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

最
高
の
二
百
四
十
七
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
治
十
七
年
に
刊
行
さ
れ

た
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
派
の
譜
付
き

『基
督
教

聖
歌
集
』
で
、
こ
の
歌
集
は
前
述
し

た
同
二
十

一
年
版

『新
撰
讃
美
歌
』
の
二
百
六
十
三
篇
に
匹
敵
す
る
。
試
行
期
の

四
十
四
点
中
、
こ
れ
に
次
ぐ
歌
数
を
有
す

る

の
は

『聖
公
会
歌
集
』
(同
十
六
年
)

で
、
所
収
百
四
十
五
篇
だ
か
ら
、
そ
れ
を
も
遙
か
に
上
回
る
。

わ
た
し
は
以
下
、
初
期
讃
美
歌
集
中
、
そ
う
し
た
偉
容
を
誇
る

『基
督
教
聖
歌

集
』
に
つ
い
て
、

い
さ
さ
か
考
察
し
て
み
た
い
。

実
は
そ
の
明
治
十
七
年
版

『基
督
教
聖
歌
集
』

の
原
物
を
、
わ
た
し
は
ま
だ
入

手
し
て
い
な
い
。
し
か
し
最
近
、
尾
崎
安
編

『讃
美

歌
集
』
(近
代
日
本
キ
リ
ス
ト

教
文
学
全
集
15
、
昭
和
五
十
七
年
)
に
、
そ
の
全
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ

に
依

っ

て
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
幸

い
で
あ
る
。
た
だ

同
書
に
は
、
書
誌
的
な
記
述
が
ま

っ
た
く
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
書
誌
を
め
ぐ
る
解
明
は
、
諸
参
考
資
料
に
当
た
り
な
が
ら
し
て
い
く
ほ
か
な

い
。

『
基
督
教
聖
歌
集
』
は
明
治
十
七
年
、
横
浜
の
美
以
美
雑
書
会
社

(「美
以
美
」
は

寓

聾゚
o
象
ωけ
暑
μω8
"巴

霞
ωωμo
昌
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
)
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
刊
行
の
月

日
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
未
詳
。
編
者
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
派
の
宣
教
師
、

J

・
C

・
デ
ビ
ソ
ン
で
あ
る
。
海
老
沢
有
道
著

『日
本
の
讃
美
歌
』
(前
出
)
に
は
、

「讃
詠
三
を
含
み
二
百
四
十
七
篇
の
他
頌
栄
十
。
頌
栄
を
除
き
全
部
に
本
譜
が
ほ

ど
こ
さ
れ
て
」
い
る
。

「四
鰯

に
譜
付
珍
袖
と
あ
る
洋
綴
本
。
デ
ヴ
ィ
ス
ン
主
任

と
な
り
、
ア
メ
ル
マ
ン

9

ピ
゜
跨
ヨ
Φ同
ヨ
僧
口
、
岩
野
泡
鳴
、
永
井

(松
本
)
栄
子

ら
が
助
手
と
し
て
編
纂
」
と
あ
る
。
こ
の
譜
付
き
讃
美
歌
の
前
身
は
、
同
じ
く
デ

た

た

へ
う
た

ビ

ソ

ン

の
編

ん

だ

『
讃
美

歌

一
』

(明
治
十
年
)

で
、

ほ

か

に

こ
れ

以

前

に
作

ら

れ

た
譜

付

き

の
も

の
と

し

て

は
、

バ

プ

テ

ス

ト
教
会

派

の

『
宇

太

登

不

止
』
(
同
九
年
)
、

組

合

教

会

派

の

『
讃

美

歌

並

楽

譜

』

(
同
十

五
年
)

な

ど
が

あ

る
。

編

者

の
デ

ビ

ソ

ン
は
、

明
治

六
年

に
来

朝

し

て

い
る

。

そ

も

そ

も
、

ア

メ
リ

カ

人

宣

教

師

の
来
朝

は
、

日

米
修

好

通

商

条

約

が

締

結

さ

れ

た

翌

年

の

安

政

六

年

(
一
八
五
九
)
夏

に
、

聖

公
会

派

の
C

・
M

・
ウ

ィ
リ

ア

ム
ズ

が

長

崎

に

上

陸

し

た

の
が

嘴

矢

で
、

次

い

で
長

老

教

会
派

の
J

・
C

・

ヘ
ボ

ン
、

改

革

教

会

派

の
S

・
R

・
ブ

ラ

ウ

ン
、

D

・
B

・
シ

モ

ン
ズ
、

G

・
F

・
フ

ル
ベ

ッ
キ
ら

が

、

そ

の

年

の
う

ち

に

や

っ
て
く

る
。

以

来

、

明

治

維

新

ま

で

の
間

に
、

バ

プ

テ

ス
ト
教

会

派

の
J

・
ゴ

ー
ブ

ル
、

改

革

教

会

派

の
J

・
H

・
バ

ラ
、

長
老

教
会

派

の
D

.
T

・
タ

ム

ソ

ン
ら

が

来

日
し

た

。

メ

ソ
ジ

ス

ト
教

会

派

の
そ

れ

は
、

も

っ
と

も

遅

れ

、

明

治

六
年

(
一
八
七
三
)
に

至

っ
て
初

め
て
、

G

・
コ
ク
ラ

ン
、

D

・
マ
ク
ド

ナ

ル
ド

、

さ

ら

に
R

.
S

.
マ

ク

レ

ー
、

1

・
R

・
コ
レ

ル
、

J

・
C

・
デ

ピ

ソ

ン
、

J

・
ソ

1
パ

ル
、

M

.C

.

ハ
リ

ス
ら

が

、

相

次

い

で
到

来

し

た
。

か
れ

ら

は
伝

道

地

の
中

心

を

東

京

.横

浜

.
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函
館

.
長
崎
の
四
か
所
と
定
め
、
デ
ピ
ソ
ン
は
長
崎
連
回

(連
回
は

U
凶馨
ユ
9
の
訳

語
で
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
分
割
行
政
区
の
こ
と
)
の
長
老
司

(連
回
の
統
轄
者
)
と
し

て
、
長
崎
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
れ
か
ら
約
十
年
間
、
デ
ビ
ソ
ン
は
長
崎

に
あ

っ
て
同
市
最
初
の
メ
ソ
ジ
ス
ト

教
会

(出
島
、
の
ち
長
崎
銀
屋
町
教
会
)
を
創

立
し
、

ま
た
活
水
学
院
、

鎮
西
学
院

の
設
立
に
尽
力
す
る

一
方
、
讃
美
歌
集
の
製
作
も
手
が
け
た
。
明
治
七
年
に
出
た

七
点
中
の

一
つ
、
『讃
美

の
う
た
』
が
そ
の
第

一
作

で
、
か
れ
は
こ
れ
を
や
は
り
長

崎
に
あ

っ
た
改
革
教
会
派
の
R

・
ス
タ
ウ
ト
と
協
力
し
て
編
む
。
そ

の
際
、
そ
れ

あ
す

か

あ
さ
し

そ
れ
の
日
本
語
教
師
、
飛
鳥
賢
治
郎
、
瀬
川
浅
が
助
手
を
務
め
た
と
い
う
。
木
版

縦
本
で
、
歌
数
は
二
十
三
篇
。
中
に
デ
ビ
ソ

ン
の
創
作
歌
が
四
篇
、
含
ま
れ
て
い

る
。

た
た
へ
う
た

第
二
作
は
、
先
述
し
た
譜
付
き
の

『讃
美
歌

一
』
(明
治
十
年
)

で
あ
る
。
こ
れ

は
前
著
と
違
い
、
デ
ピ
ソ
ン
が
単
独
で
編
ん
だ
も

の
で
、
『
日
本
の
讃
美
歌
』
(前
出
)

に
、
「長
崎
出
版
の
横
本
。

収
む
る
所
五
十

一
篇
に
四
篇

の
頌
栄
。

注
目
す
べ
き

は
本
譜
が
七
曲
あ
り
、
本
譜
使
用
最
初

の
も

の
と
し
て
特
筆
大
書
す
る
価
値
が
あ

る
。
上
海
か
ら
譜
字
を
買
つ
て
来
て

一
々
捺

し
た
も

の
だ
さ
う
で
あ
る
。
又
歌
詞

も
著
し
く
と
エ
の
へ
ら
れ
て
見
る
べ
き
も

の
が
多
く
な

つ
て
ゐ

る
」
と
あ

る
。

「収
む
る
所
五
十

一
篇
」
は
、
「五
十
三
篇
」

の
誤
り
。
前
著

『讃
美

の
歌
』
所
収

の
二
十
三
篇
中
、
十
八
篇
が
改
修
の
上
、
再
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
新
収
録
の
歌

は
三
十
五
篇
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「本
譜
使
用
の
最
初
の
も
の
」
と
は
、

先
行
の

『宇
太
登
不
止
』
(明
治
九
年
)

の
譜
が
、

ソ
ル
フ
ァ
略
譜
で
あ

っ
た
こ
と

に
基
づ
く
記
述
で
あ
る
。

な
お
、
覆
刻
版

『明
治
初
期
讃
美
歌
』
(新
教
出
版
社
、
昭
和
五
十
三
年
)
の

「解

説
」
に
よ
れ
ば
、
日
本
人

の
助
手
は
不
明
で
あ
る
が
、

『讃
美
の
う
た
』

の
場
合

と
同
じ
く
、

「飛
鳥
賢
治
郎
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
ひ
と
は

も
と
禅
僧
だ

っ
た
け
れ
ど
も
、
デ
ビ
ソ
ン
の
日
本
語
教
師
と
な

っ
て
棄
教
し
、
そ

の
最
初
の
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
説
教
に
長
じ
、
鹿
児
島

・
熊
本

・
福
岡
地
方
の

伝
道
に
尽
く
し
た
篤
信
家
で
あ
る
。
ま
た
同

「解
説
」
は
、
巻
末
に
添
え
ら
れ
た

七
曲
の
楽
譜
に
つ
い
て
、
「最
少
限
、
こ
れ
だ
け

の
曲
が
う
た
え
れ
ば
、
大
部
分
の

讃
美
歌
が

一
応
う
た
え
る
よ
う
に
考
慮
し
た
あ
と
が
見
ら
れ
る
」
と
す
る
。

こ
の

『讃
美
歌

一
』
に
お
け
る
楽
譜
記
載
の
体
裁
に
つ
い
て
、
ひ
と
こ
と
私
見

を
差
し
挾
ん
で
お
こ
う
。
ど
う
や
ら
そ
れ
は
、
の
ち
の
文
部
省
版

『
小
学
唱
歌
集
』

三
巻

(明
治
十
四
～
十
七
年
)
に
そ

っ
く
り
流
用
さ
れ
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

や
が
て
明
治
十
六
年
、

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
は
讃
美
歌
委
員
を
作
り
、

い
よ
い
よ

本
格
的
な
聖
歌
集

の
製
作
に
乗
り
出
す
。
そ
し
て
、
デ
ビ
ソ
ン
は
そ
の
一
人
に
選

ば
れ
、
住
み
馴
れ
た
長
崎
を
離
れ
て
横
浜
に
着
任
す
る
。
明
治
六
年
に
夫
人
を
伴

っ
て
横
浜
に
上
陸
し
、
初
め
て
日
本
の
土
を
踏
ん
だ
か
れ
は
、
直
ち
に
長
崎
連
回

の
長
老
司
の
任
を
帯
び
て
西
下
し
た
。
以
来
十
年
ぶ
り
に
、
横
浜
に
舞

い
戻

っ
た

お
け
で
、
こ
の
と
き
か
れ
は
む
ろ
ん
長
崎
で
の
長
老
司
の
任
は
解
か
れ
て
い
た
で

あ

ろ
う
。

委
員
と
称
す
る
以
上
、
委
員
会
が
あ
り
、
デ
ビ
ソ
ン
の
ほ
か
に
も
何
人
か
の
委

員
が
い
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
辺
の
事
情
は
ま
る
で
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
わ
か

っ
て
い
る
の
は
、
か
れ
が
独
力
で

一
切
を
と
り
し
き

っ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
委
員
会
の
設
置
は
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
教

勢

の
伸
展
に
伴

っ
て
聖
歌
集

の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
た
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
は
明
治
十
三
年
に

一
致
教
会
が
讃
美
歌
委
員
を
作
り
、
翌

十
四
年
に

『讃
美
歌
』
(木
版
本
、
歌
数
百
三
)
を
ま
と
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
刺
戟

が
介
在
し
た
と
も
思
わ
れ
る
。
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そ
う
し
た
情
勢
下
に
デ
ビ
ソ
ン
は
、
さ

っ
そ
く
明
治
十
六
年
か
ら
十
七
年
に
か

け
て
、
新
し
い
歌
集
の
編
纂
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
。
従
来

の
経
過
か
ら
い
、兄

た

た

へ
う
た

ば
、
こ
れ
は

『讃
美
歌

一
』
(明
治
十
年
)

に
次
ぐ
第
二
集
に
当
た
る
は
ず

の
も
の

な
が
ら
、
歌
数
は
み
る
み
る
五
倍
に
も
ふ
く
ら
み
、

ス
タ
イ
ル
も
木
版
か
ら
活
版

に
改
ま
る
。
楽
譜

の
銅
版
は
、
長
崎
在
任
中

に
休
暇
を
得
て
帰
米
し
た
際
、
他
日

を
期
し
、
私
財
を
投
じ
て
現
地
で
製
作
し
て
お
い
た
も
の
と
い
う
。
か
く
て
、
め

ざ
ま
し
い
大
冊
の

『基
督
教
聖
歌
集
』
が
成

っ
た
。

せ
ん

そ
の
着
手
に
当
た

っ
て
、
デ
ビ
ソ
ン
は
日
本
人
の
助
手
の
斡
旋
方
を
津
田
仙
に

依
頼
し
て
い
る
。
仙
は
例
の
最
初

の
女
子
留

学
生
五
人
中
に
加
わ
り
、
さ
ら
に
ク

リ
ス
チ
ャ
ソ
カ
レ
ッ
ジ
の
女
子
英
学
塾

(の
ち
津
田
英
学
塾
、
現

.
津
田
塾
大
学
)
を

創
立
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
津
田
梅
子
の
、
厳
父
で
あ
る
。
東
京
連
回
に
お
け
る

最
初

の
受
洗
者
で
、
明
治
九
年
に
学
農
社
農
学
校
を
創
立
し
、
海
外
農
業

の
導
入

と
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
よ
る
教
育
に
成
果
を
あ
げ
て
い
た
。
か
れ
は
東
京
築
地

の
明
石
町
に
あ

っ
た
、
海
岸
女
学
校

の
生
徒
を
推
薦
す
る
。
そ
の
名
は
、
松
本
栄

子
。
当
年
十
八
歳

(満
十
七
歳
)
で
あ

っ
た
。
仙
は
梅
子
を
八
歳
で
留
学
生
に
し
て

い
る
。
そ
ん
な
か
れ
に
し
て
、
初

め
て
可
能

な
思
い
き

っ
た
人
選
と
い
・兄
よ
う
。

そ
の
こ
ろ
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が
東
京
に
持

っ
て
い
た
学
校
と
し
て
は
、
築
地
女

学
校

の
ほ
か
に
も
う

一
つ
、

男
子
校
の
東

京
英
学
校

(銀
座
)
が
あ

っ
た
。

こ
の

両
校
が
合
流
し
て
、
の
ち
に
青
山
学
院
と
な

る
わ
け
で
あ
る
。
津
田
仙
は
み
ず
か

ら
農
学
社
農
学
校
を
主
宰
し
て
い
た
が
、

こ
の
両
校
の
創
立

.
運
営
に
も
深
く
肩

入
れ
し
て
い
て
、
松
本
栄
子
の
英
才
ぶ
り
に
つ
い
て
も
早
く
か
ら
関
知
し
て
い
た

の
だ

っ
た
。

ま

く

た

か
や
の

栄
子
の
出
自
は
、
千
葉
県
君
津
郡
馬
来

田
(現
、
木
更
津
市
茅
野
)
の
農
家
で
あ
る
。

家
業
は
農
業
で
も
、
父
は
和
漢
の
学
を
修

め
、
家
塾
を
開
い
て
い
た
と
い
う
よ
う

な
知
識
人
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
妻
の
子
と
し
て
、
栄
子
は
慶
応
二
年

(
一
八
六
六
)

に
生
ま
れ
た
。
先
妻
と
の
間
に
も

一
女
が
あ

っ
た
も
の
の
、
中
年
を
過
ぎ
て
設
け

た
栄
子
に
父
は
特
に
眼
を
注
ぎ
、
幼
時
か
ら
男
子
並
み
に
扱

っ
て
極
端
な
英
才
教

育
を
施
す
。
そ
う
し
て
彼
女
を
、
文
明
開
化
の
世
に
羽
ば
た
か
せ
よ
う
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
に
学
制
が
発
布
さ
れ
る
と
、
父
は
家
塾
を
畳
み
、
そ
の

あ
と
し
ば
ら
く

一
家
は
東
京
麻
布
の
津
田
仙
方
に
身
を
寄
せ
る
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、

仙
が
千
葉
県
佐
倉
の
出
身
だ

っ
た
と
い
う
地
縁
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
七
年
、

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会

の
女
子
小
学
校
が
津
田
家
の
隣
り
に
開
設
さ
れ
る
と
、
栄
子
は

そ
こ
に
通
う
よ
う
に
な

っ
た
ら
し
い
。
同
校
は
築
地
女
学
校
の
そ
も
そ
も
の
前
身

で
、
米
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
婦
人
外
国
伝
道
局
か
ら
派
遣
さ
れ
た
若
い
婦
人
宣
教

師
、

ミ
ス
D

・
E

・
ス
ク
ー
ソ
メ
ー
カ
ー
が
創
立
し
た
も
の
。
仙
が
隣
り
の
広
い

屋
敷
の
幾
間
か
を
借
り
受
け
、
そ
の
校
舎
と
し
て
提
供
し
て
い
た

の
で
あ

る
。

(
こ
の
明
治
七
年
に
、
梅
子
が
留
学
生
と
な

っ
て
渡
米
し
た
。
な
お
、
青
山
学
院

は
こ
の
女
子
小
学
校
開
設
の
年
を
も

っ
て
、
創
業
の
年
と
し
て
い
る
)。

女
子
小
学
校
は
、
次
い
で
救
世
学
校
と
名
乗
り
、
明
治
十
年
に
海
岸
女
学
校
と

な
る
。
栄
子
は
そ

の
す
ぺ
て
に
通
い
、
デ
ビ
ソ
ソ
に
呼
ば
れ
た
同
十
六
年
に
は
、

海
岸
女
学
校
は
七
、
八
十
名
を
擁
し
て
い
て
、
彼
女
は
四
、
五
年
生
ほ
ど
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

栄
子
は
横
浜
の
デ
ビ
ソ
ソ
の
も
と
で
、
立
派
に
任
務
を
果
た
す
の
だ
が
、

こ
こ

で
少

々
先
回
り
し
て
、
そ
の
あ
と
の
経
歴
を
ざ

っ
と
追

っ
て
お
く
。
彼
女
は
そ
れ

か
ら
約
十
年
後
の
明
治
二
十
八
年
に
、
『基
督
教
聖
歌
集
』
の
改
正
増
補
版
が

作

ら
れ
る
際
に
も
、
デ
ピ
ソ
ソ
を
助
け
て
縦
横
に
働

い
た
。
そ

の
時
分
に
は
す
で
に

結
婚
し
て
い
た
が
、
や
が
て
離
婚
す
る
と
、
程
も
な
く
同
三
十
五
年

(三
十
七
歳
)

に
、
単
身
渡
米
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
保
険
会
社
の
個
人
代
理
店
を
開
い
て
い
た
日
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本
人

(永
井
元
)
と
再
婚
し
、

主
と
し
て
そ
の
仕
事

の
手
伝
い
に
明
け
暮
れ
る
日

常
だ

っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
彼
女
は
絶
え
て
帰
国
す
る
こ
と
も
な
く
、
昭
和
三

年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
客
死
す
る
。
享
年
六
十
四
歳
。
没
後
、
夫
君
の
手
で

短
歌

.
エ
ッ
セ
イ
を
中
心
と
す
る
千
三
百
余
頁
の
、
浩
瀚
な
遺
稿
集

『永
井
ゑ
い

子
詩
文
』
(非
売
品
、
昭
和
四
年
)
が
編
ま
れ

た
。

そ

の
遣
稿
集
は
、
松
本
栄
子
の
み
な
ら
ず
、
『基
督
教
聖
歌
集
』
を
さ
ぐ
る
た
め

に
も
不
可
欠
の
文
献
で
あ
る
。
わ
た
し
の
こ
の
小
考
も
す
で
に
多
く
同
書
に
負
う

て
い
る
が
、
以
下
の
記
述
に
お
い
て
も
い

っ
そ
う
恩
恵
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。

横
浜
に
移

っ
た
デ
ピ
ソ
ン
は
、
山
手

の
外
人
居
留
地
の
西
端
、
二
二

一
番

(現
、

中
区
山
手
町
)
に
住
む
こ
と
に
な

っ
た
。
そ

こ
は
中
村
川
に
か
か
る
車
橋

を
渡

っ

て
、

い
ま
の
石
川
町
五
丁
目
を
南
進
す
る
牛
坂
を
登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
で
、
道
を

隔
て
た
筋
向
か
い
の
二

一
二
番
に
は
、
横
浜
共
立
学
園
が
あ
る
。
同
校
は
ア
メ
リ

カ
の
超
教
派
的
な
婦
人

一
致
外
国
伝
道
協
会
が
、
明
治
五
年
に
そ
こ
に
創
立
し
た

学
校
で
、
初
め
は
日
本
婦
女
英
学
校
と
呼
ば

れ
、
同
八
年
に
共
立
女
学
校
と
改
称

さ
れ
た
。
学
園
と
い
う
よ
う
に
な
る
の
は
、
今
次
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年

か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。

せ
い
け
い

デ
ビ
ソ
ン
の
住
ん
だ
二
二

一
番
に
は
、
天
安
堂
と
称
す
る
教
会
堂
と
、
聖
経
女

学
校

(
聖
経
は
聖
な
る
経
典
、
つ
ま
り
聖
書
の
こ
と
)
と
い
う
女
学
校

の
校
舎
と
が
並

ん
で
た

っ
て
い
た
。
天
安
堂
は
明
治
九
年

の
設
立
で
、
新
教

の
最
古

の
教
会
堂
の

一
つ
。
そ
の
規
模
は
、
当
時
と
し
て
は
最
大

の
も

の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
聖
経
女
学
校

の
創
立
は
明
治
十
七
年
九
月

で
、
そ
れ
ま
で
、
そ
こ
に
は
美
以
神

学
校
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
天
安
堂
付
属
の
神
学
校
で
、
明
治
十
二
年
に
開
校
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
礼
拝
堂
と
学
校
の
両
施
設
は
、

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
派
の
本

部
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
同
十
五
年
、
本
部
が
東
京
に
進
出
す
る
に
及
ん

で
、
神
学
校
も
東
京
に
移
転
し
、
先
述
し
た
銀
座
の
東
京
英
学
校
と
合
体
し
て
、

東
京
英
和
学
校
と
改
称
す
る
。
聖
経
女
学
校
は
そ
の
あ
と
を
襲

っ
た
も
の
で
、
女

学
校
と
は
い
っ
て
も
、
内
実
は
女
子
神
学
校
と
も
い
う
べ
き
、
婦
人
伝
道
師
養
成

機
関
で
あ

っ
た
。

美
以
神
学
校
は
三
十
名
程
度

の
学
生
を
擁
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
聖
経
女
学
校

は
六
名

の
学
生
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
。
校
舎
は
神
学
校
以
来

の
も
の
ら
し
く
、

当
時

の
写
真
を
み
る
と
、
ひ
ど
く
宏
壮
な
二
階
建
の
洋
館
で
あ
り
、
付
設
の
建
物

も
若
干
み
ら
れ
る
。
た
ぶ
ん
そ
こ
に
は
、
教
室

・
寄
宿
舎
、
さ
ら
に
教
師

の
住
居

ま
で
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
献

の
中
に
は
、
そ

の
敷
地
を
隣
り
の
二
二

二
番
と
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
天
安
堂

・
聖
経
女
学
校
の
両
施
設
の

敷
地
は
、
二
二

一
・
二
二
二
番

の
双
方
に
ま
た
が

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

共
立
女
学
校
は
名
称
こ
そ
変

っ
て
も
、
同
じ
場
所
に
健
在
だ
が
、
こ
の
両
施
設

は
、

い
ま
は
跡
形
も
な
い
。
し
か
し
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
旧
山
手
居
留
地
の
地

番

の
数
字
は
、
現
在
も
す
べ
て
当
初
の
ま
ま
な
の
で
、
そ
の
場
所
や
広
さ
は
容
易

に
察
知
し
得
る
。
二
つ
の
地
番
を
合
わ
せ
た
面
積
は
、
一
〇
〇
〇
坪

(
三
三
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
)
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
、
デ
ピ
ソ
ソ
は
そ

の
中
に
住
む
こ
と

に
な
り
、
や
が
て
う
ら
若
い
松
本
栄
子
を
そ
こ
に
招
い
て
、
仕
事
を
開
始
す
る
。

つ
ま
り
、
そ
こ
は
讃
美
歌
編
纂
所
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
際

の
情
況
を
、
当

の
デ
ビ
ソ
ン
に
語

っ
て
も
ら
お
う
。
こ
の
談
話
は
、
栄

子
の
遺
稿
集

『永
井
ゑ
い
子
詩
文
』
(前
出
)
中
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
書

は
昭
和
三
年
四
月
二
十
三
日
、
彼
女
が
卵
巣
癌

の
た
め
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

お
い
て
、
六
十
四
歳
で
客
死
し
た
直
後
か
ら
三
か
月
ほ
ど
の
間
に
、
夫
君
の
永
井

元
が
知
友
の
海
老
名

一
雄
の
協
力
を
得
て
現
地
で
編
ん
だ
も
の
。
両
者
は
そ
の
折
、

た
ま
た
ま
デ
ビ
ソ
ン
が
目
と
鼻

の
先

の
バ
ー
ク
レ
ー
に
隠
棲
し
て
い
る
こ
と
を
知
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っ
て
訪
問
し
、
聞
き
書
き
を
と

っ
て
い
る
。

デ
ビ
ソ
ン
は
大
正
十
年
に
引
退
し
て
、
日
本
を
離
れ
、
以
来
そ

の
地
に
あ

っ
た
。

時
に
八
十
六
歳
。
昭
和
三
年
八
月
五
目
、

か
れ
は
ふ
た
り
を
自
邸
に
迎
え
て

「歓

も
し

談
数
刻
、
四
十
年
若
く
は
三
十
年
前
の
往
事
を
追
想
し
、
説
き
語
る
と
こ
ろ
極
め

て
詳
細
、
聴
者
を
し
て
さ
な
が
ら
そ
の
現
場
に
あ
る
の
感
を
な
さ
し
め
た
」
(海
老

名

一
雄

「ゑ
い
子
女
史
と
日
本
の
讃
美
歌
」、
『永
井
ゑ
い
子
詩
文
』)
。
デ
ビ
ソ
ン
は

「札

幌
の
ク
ラ
ー
ク
、
熊
本
の
ジ

ェ
ー
ン
ズ
と
等

し
く
南
北
戦
争
の
勇
士
で
あ
」
り
、

そ
の

「風
貌
に
は
・
健
媛

と
も
知
れ
ず
古
武
士
の
撥
溂
た
る
面
影
が
偲
ば
れ
」
(同

前
)
た
と
い
う
。
「四
十
年
若
く
は
三
十
年
前
の
往
事
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

四
十

一
、
二
歳
の
デ
ビ
ソ
ン
が
、
十
八
、
九
歳

の
栄
子
と
い

っ
し
ょ
に

『基
督
教

聖
歌
集
』
を
編
み
、
ま
た
十
年
後
に
再
び
協
力
し
て
そ

の
改
正
増
補
版
を
作

っ
た

と
き

の
こ
と
。

次
は
海
老
名
の
伝
え
る
、
そ
の
際
の
聞
き
書
き
の
一
部
で
あ
る
。

「お
ゑ
い
さ
ん
を
見
出
し
た
こ
と
は
私
に
と
つ
て
何
よ
り
の
幸
福
で
し
た
。

私

は
お
ゑ
い
さ
ん
の
名
を
ず

つ
と
前

か
ら
聞
い
て
ゐ
ま
し
た
。
お
ゑ
い
さ
ん

と
い
ふ
珍
し
い
神
童
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
私
が
日
本

へ
来
る
と
間
も
な
く

津
田
仙
さ
ん
か
ら
聞
い
た
の
で
す
。
然
し
、
こ
の
お
ゑ
い
さ
ん
が
私
と

一
所

に
讃
美
歌
の
仕
事
を
し
て
く
れ
よ
う
と
は
夢
に
も
想
は
な
か
つ
た
。
夫
れ
ま

で
私
を
援
け
て
く
れ
た
日
本
人
と
は
違
ひ
、
お
ゑ
い
さ
ん
に
は
立
派
に
英
語

が
読
め
た
。
日
本
文
学
の
素
養
も
申
分
な
か
つ
た
。
お
ゑ
い
さ
ん
は
毎
日
のじ

ゆ

や
う
に
私
の
所
に
来
て
、
私
と
椅
子
を
並
べ
て
仕
事
を
し
た
。

一
句

一
句
誦

し
な
が
ら
日
本
訳
の
歌
詞
を
錬
り
、
考

へ
に
考

へ
て
纒
ま
つ
た
も

の
が
出
来

上
る
と
、
夫
れ
を
更
に
お
ゑ
い
さ
ん
が
手
を
入
れ
て
美
し
い
日
本
語
と
し
、

又
私
は
夫
れ
を
唱
つ
て
見
て
は
語
調

の
改
む
べ
き
と
こ
ろ
を
改

め
た
。
こ
れ

は
明
治
十
六
年
か
ら
十
七
年
の
間
の
こ
と
で
、
場
所
は
横
浜
で
し
た
。
お
ゑ

い
さ
ん
は
前
後
十
ケ
月
以
上
私
と

一
所
に
働
い
て
く
れ
た
で
せ
う
。
実
に
才

気
煥
発
、
見
る
か
ら
に
快
よ
い
娘
さ
ん
で
し
た
」

こ
こ
に

「前
後
十
ヶ
月
以
上
」
と
あ
る
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
同
じ
く
遺
稿
集

に
あ
る
永
井
元
の
文
章

(「日
本
時
代
の
ゑ
い
子
」)
中

の
聞
き
書
き
は
、

「基
督
教
聖
歌
集
の
翻
訳
に
従
事
し
完
了
す
る
ま
で
に
は

一
八
八
三
年
か
ら

翌

一
八
八
四
年

(明
治
十
七
年
)
に
か
け
て
凡
そ
十

ヶ
月
か
か
り
ま
し
た
。
但

し
私
は
日
記
を

つ
け
て
置
き
ま
せ
ん
か
ら
何
月
か
ら
何
月
ま
で
と
云
ふ
こ
と

は
確
か
に
分
り
ま
せ
ん
」

と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
も
期
間
は

「凡
そ
十
ケ
月
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が

い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
だ

っ
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
。
当
事
者
が
不
明
と
あ

っ
て
は
、
取
り
付
く
島
も
な
い
も

の
の
、
わ
た
し
は
そ
れ
は
明
治
十
六
年
九
月
以

降
の
、
約
十

か
月
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
う
。
当
時
の
諸
学
校
の
新
年
度
は
、
九

月
か
ら
で
あ

っ
た
。
明
治
十
三
年
に
定
め
ら
れ
た
東
京
英
学
校
の

「教
則
」

の
中

に
も
、
コ

年
ヲ
分
チ
三
学
期
ト
ス
、
第

一
期

ハ
九
月
上
旬

ヨ
リ
十
二
月
下
旬

二

至
リ
、
第
二
期
は

一
月
上
旬

ヨ
リ
四
月
中
旬

二
至
リ
、
第
三
期
は
四
月
下
旬

ヨ
リ

七
月
下
旬

二
至
ル
」
(青
山
学
院
編

『青
山
学
院
九
十
年
の
歩
み
』
昭
和
三
十
九
年
)
と

あ
る
。
海
岸
女
学
校
で
も
事
情
は
変
る
ま
い
。

つ
ま
り
、
栄
子
は

一
学
年
間
、
デ

ビ
ソ
ン
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
明
治
十
六
年
九
月
上
旬
か

ら
、
翌
十
七
年
の
七
月
下
旬
ま
で
は
、
十

一
か
月
で
あ
る
。

『基
督
教
聖
歌
集
』
は
、
刊
行
の
月
日
を
欠
い
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
譜

付
き
の
厄
介
な
活
版
印
刷
を
明
治
十
七
年
中
に
終
え
る
た
め
に
は
、
ど

の
み
ち
夏

ま
で
に
は
原
稿
を
仕
上
げ
て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
そ
の
年

の
八
月
に
デ
ビ
ソ
ン
が
横
浜
連
回
の
長
老
司
に
任
命
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
横
浜
教
会
六
十
年
史
』
(昭
和
十
二
年
)
に

よ
る
と
、
八
月
下
旬
に
東
京
築
地
明
石
町
の
十

一
番
館
で
開
か
れ
た
明
治
十
七
年
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度
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
年
会
に
お
い
て
、
「
マ
ク
レ
ー
博
士
は
東
京
英
和
学
校
長
に
、

コ
レ
ル
師
は
横
浜
北
部
連
回
地

(神
奈
川
、
松
本
、
松
代
、
飯
田
、
高
遠
)
長
老
司
に
、

J

.
C

.
デ
ビ
ソ
ン
氏
は
横
浜
南
部
連
回
地
(横
浜

・
名
古
屋

・
西
尾

・
豊
橋
)
長
老

司
」

に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
て
ら
れ
た
。
と
す
れ
ば
、
デ
ピ
ソ
ン
は
そ
の
時
に
は
す
で

に
編
纂
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
事
実
は
、
そ
の
下
限
を
同
年
七
月

と
す
る
わ
た
し
の
推
測
を
裏
づ
け
て
く
れ

る
と
思
う
。

そ
う
し
た
十
か
月
ほ
ど

の
間
、
栄
子
に
は
両
親
が
付
き
添

っ
て
い
た
。
永
井
元

は
前
掲

の
聞
き
書
き
に
つ
づ
け
て
、
そ

の
様
子
を
次
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る
。

ゑ
い
子
が
横
浜
に
滞
在
中
は
、
千
葉
か
ら
父
母
も
尋
ね
て
来
て
起
居
を
共

に
し
て
居
た
ら
し
い
。
其
時
の
写
真
を
見
る
と
、
父
母
も
共
に
元
気
旺
盛

の

様
が
見
え
る
。
両
親
が
椅
子
に
キ
チ

ン
ト
腰
か
け
て
居
る
後
ろ
に
ゑ
い
子
は

し
ゆ
す

立

つ
て
居
る
が
、
繻
子
ら
し
い
半
襟

の
つ
い
た
腰
揚
げ

の
あ
る
着
物
に
、
無

地

の
羽
織
を
着
、
襦
袢
の
ゑ
り
は
咽
喉
の
処
で
堅
く
合
せ
、
極
め
て
ヂ
ミ
な

風
体
で
あ
る
。
今
見
て
珍
ら
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
の
は
前
髪
を
高
く
取

つ
た
日

は
な
か
ん
ぎ
し

本
髪
に
花

簪

を
挿
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
親
子
が
、
聖
経
女
学
校
の

一
隅

で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た

だ
、
い
か
に
進
取
の
気
性
に
富
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
農
村
生
活

の
染
み
つ
い
た

両
親
に
と

っ
て
、
さ
す
が
に
そ
れ
は
気
づ
ま
り
だ

っ
た
と
も
思
え
る
の
で
、
か
れ

ら
は
近
く
の
民
家
に
で
も
仮
寓
し
、
そ
こ
か
ら
栄
子
が
せ

っ
せ
と
デ
ビ
ソ
ン
の
も

と
に
通

っ
た
と
み
る
方
が
、
自
然
か
も
し
れ
な
い
。

『基
督
教
聖
歌
集
』
を
編
ん
だ
あ
と
、

明
治
十
七
年
八
月
に
横
浜
連
回
の
長
老

司
に
な

っ
た
デ
ビ
ソ
ン
は
、
在
任

一
か
年
、
翌
十
八
年
九
月
に
は
そ
の
役
を

コ
レ

ル
に
ゆ
ず
り
、
再
び
長
崎
連
回
の
長
老
司
と
し
て
働
く
。
や
が
て
明
治
二
十
五
年

に
同
書

の
改
正
委
員
会
が
組
織
さ
れ
る
と
、
ま
た
起
用
さ
れ
、

こ
ん
ど
は
東
京
に

着
任
し
た
。
そ
の
際
の
助
手
も
栄
子
だ

っ
た
が
、
彼
女
は
す
で
に
結
婚
し
て
い
て
、

姓
が
松
本
か
ら
家
永
に
変
わ

っ
て
い
た
。
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
デ
ビ
ソ
ン

・
栄
子

の
コ
ン
ビ
が
中
心
に
な

っ
て
、
仕
事
が
進
め
ら
れ
、
十
七
年
版
の
前
著
の
歌
の
倍

近
い
、
四
百
二
十
五
篇
を
収
め
る
大
歌
集
が
二
十
八
年
に
出
現
し
た
。
こ
ん
ど
の

も
の
も
、
む
ろ
ん
譜
付
き

の
活
版
で
あ
る
。
連
中
の
仕
事
場
は
明
ら
か
で
な
い
け

れ
ど
も
、
築
地
女
学
校
か
、
二
十
二
年
に
青
山
に
移
転
し
て
い
た
東
京
英
和
学
校

(
二
十
七
年
に
青
山
学
院
と
改
称
)
の
ど
ち
ら
か
が
、
そ
れ
に
当
て
ら
れ
て
い
た

か

も
し
れ
な
い
。

こ
の
時
の
様
子
も
、
デ
ビ
ソ
ン
に
語

っ
て

も

ら

お

う
。
こ
れ
は
海
老
名

一
雄

「ゑ
い
子
女
史
と
日
本
の
讃
美
歌
」
(前
出
)
所
収

の
、
デ
ビ
ソ
ン
の
書
簡
の

一
節

で
あ
る
。「当

時
彼
女
は
病
体
で
あ
つ
た
。
然
し
改
訂
本
の
歌
詞
全
部
を
校
閲
し
て
こ

れ
に
修
正
を
加

へ
た
。
委
員
は
大
勢
あ

つ
た
が
、
実
際

の
仕
事
は
殆
ど
す
べ

て
お
ゑ
い
さ
ん
と
私
と
が
し
た
。
そ
し
て
他

の
委
員
に
対
し
て
は
私
共
の
や

つ
た
仕
事
を
見
せ
て
た
だ
賛
成
を
求
む
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
」

こ
の
改
訂
の
折

の
稿
本
を
、
デ
ピ
ソ
ン
は
保
管
し
て
い
た
。
そ
れ
を
示
さ
れ
た

海
老
名
は
、
同
じ
文
章

の
中
で
次

の
よ
う
な
所
見
を
し
る
し
て
い
る
。

現
存
せ
る
稿
本
の
頁
を
繰

つ
て
見
る
時
、
ど
の
頁
と
し
て
朱
筆

の
入
つ
て

ゐ
な
い
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
と
云

つ
て
よ
い
。
中
に
は
全
頁
が
皆
朱
に
な
つ

て
居
る
の
も
あ
れ
ば
、
或
は
別
に
歌
詞
を
認
め
た
紙
を
貼
付
し
た
の
も
あ
る
。

そ
し
て
其
殆
ど
九
分
九
厘
が
明
ら
か
に
女
史
の
筆
跡
で
あ
る
。
デ
ピ
ソ
ン
師

に
よ
れ
ば
是
等
の
外
に
尚
百
首
以
上
女
史
の
手
に
よ
つ
て
翻
訳
又
は
創
作
さ

れ
た
も

の
が
改
訂
本
に
収
め
ら
れ
て
あ
る
と
い
ふ
。
こ
れ
に
依

つ
て
見
れ
ば

明
治
廿
八
年
版
の

『基
督
教
聖
歌
集
』
の
中
で
女
史

の
息

の
か
玉
つ
て
ゐ
な

い
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
と
云
つ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
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如
上
の
経
緯
は
、
「
明
治
二
十
八
年
六
月
」

の
日
付
と

「讃
美
歌
改
正
委
員
」

の
署
名
を
持

つ
同
書
の
序
に
お
い
て
も
、
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
さ
さ
か
長

く
な
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
前
半
を
引
用
し
て
お
く
。
。

明
治
廿
五
年
七
月
十
四
日
よ
り
同
廿

一
日
に
至
る
迄
東
京
に
於
て
メ
ソ
ジ

ス
ト
監
督
教
会
年
会

々
議
の
開
ら
か
れ
し
際
ジ

エ
ー
シ
ー
デ
ビ
ソ
ン
、
小
方

仙
之
助
、
山
田
寅
之
助
の
三
名
我
教
会
讃
美
歌
即
ち
明
治
十
七
年
ジ

エ
ー
シ

ー
デ
ビ
ソ
ン
氏
の
編
纂
せ
し
「基
督
教
聖
歌
集
」
の
改
正
委
員
に
撰
ば
れ
た
り

之
を
改
正
す
る
に
付
て
は
歌
譜
共

に
従
来
の
も
の
よ
り

一
層
多
様
な
ら
し

め
ん
と
欲
し
更
ら
に
こ
れ
を
増
補
せ
り
委
員
等
は
各

々
自
己
の
職
務
を
有
す

る
に
付
互
に
相
会
合
す
る
の
便
を
得
ざ
り
し
が
為
め
日
本
人
委
員
が
改
正
を

負
担
し
外
国
人
委
員
之
が
増
補
を
担
任
し
各
自
そ
の
分
担
す
る
所
を
交
換
調

査
す
る
こ
と
と
な
し
た
り
き

翻
訳
者
と
し
て
家
永
夫
人
え
い
子
女
史
の
補
助
を
得
し
は
委
員
等

の
甚
だ

幸
と
す
る
所
女
史
は
十
七
年
の
出
版

に
も
大
に
ち
か
ら
を
添

へ
ら
れ
し
が
此

度
も
亦
デ
ビ
ソ
ン
氏
と
協
力
し
て
日
本
人
委
員
の
訂
正
せ
し
所
を
再
閲
し
尚

新
に
百
首
翻
訳
し
偶

々
そ
の
病
気

の
為
め
中
途
に
し
て
之
を
辞
せ
ら
れ
し
は

委
員
等
の
遺
憾
と
す
る
所
爰
に
女
史
が
労
を
記
し
て
聊
か
感
謝
の
意
を
表
す

他
に
ま
た
之
と
等
し
き
補
助
を
得
て
三
十
六
首
を
訳
せ
り
之
に
加

ふ

る

に

種

々
の
人

々
の
自
作
四
十
首
と
他
教
会
讃
美
歌
よ
り
許
可
を
得
て
其
儘
借
来

り
し
も
の
八
首
都
合
四
百
二
十
五
首
と
な
れ
り

お

が
た

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
改
正
委
員
は
デ
ビ
ソ
ン
、
小
方
仙
之
助
、
山
田
寅
之
助

の
三

名
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時
、
小
方

は
東
京
英
和
学
校
校
主
、
山
田
は

同
校
神
学
部

の
教
授
で
あ

っ
た
。

一
方
、
デ
ビ
ソ
ン
は
そ
う
し
た
兼
務
を
も
た
ず
、

こ
の
仕
事
に
専
念
で
き
る
立
場
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
助
手
の
栄
子

は
こ
こ
で
も
溢
美

の
頌
辞
を
得
て
い
る
。
彼
女
が

「病
気
の
為
め
中
途
に
し
て
之

を
辞
」
し
た
、
と
あ
る
の
は
、
彼
女
が
明
治
二
十
八
年
三
月
に
出
産
し
て
い
る
の

で
、

妊

娠

を

言

っ
た

も

の
と

思

わ

れ

る

。
i

こ

う

し

て
、

デ

ビ

ソ

ン

・
栄

子

を

中
心
と
す
る
仕
事
は
、
こ
ん
ど
は
約
二
年
が
か
り
で
実
を
結
び
、
二
十
八
年
七
月

に
東
京
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
出
版
舎

(現
、
教
文
館
)
か
ら
、
空
前

の
大
歌
集
が
刊
行
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
前
著
、
明
治
十
七
年
版

『基
督
教
聖
歌
集
』
の
協
力
者
に
つ
い
て
も
、

少
し
く
言

っ
て
お
こ
う
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
同
書

の
編
纂
に
は

「デ
ヴ
ィ

ス
ン
主
任
と
な
り
、
ア
メ
ル
マ
ン

ト

ピ
゜
跨
ヨ
霞
旨
9口
、
岩
野
泡
鳴
、
永
井

(松

本
)
栄
子
ら
が
助
手
と
し
て
」
(『日
本
の
讃
美
歌
』
)働
い
た
と
い
う
。
ア
メ
ル
マ
ン

は
当
年
、
デ
ビ
ソ
ン
と
同
い
年

の
四
十
二
歳
。
改
革
教
会
の
牧
師

・
神
学
者
で
、

東
京

一
致
神
学
校

(現
、
明
治
学
院
)
の
教
授
だ

っ
た
か
ら
、
東
京
在
住
の
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
ひ
と
が
デ
ビ
ソ
ン
の
助
手
だ

っ
た
と
は
、
ど
う
も
考
え
に
く
い
。
何

か
の
誤
伝
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
の
岩
野
泡
鳴
の
助
手
説
は
、
か
れ
が
当
年
十
二
歳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま

っ

た
く
成
り
立
た
な
い
。
明
治
十
七
年
は
、
か
れ
が
小
学
校
を
出
た
年
で
、
か
れ
の

キ
リ
ス
ト
教
と
の
接
触
は
同
二
十
年
以
後

の
こ
と
。
こ
の
誤
伝
は
、
T

・
M

・
マ

ク
ネ
ア
著

『讃
美
歌
物
語
』
(大
正
六
年
)
に
付
載
さ
れ
た

「日
本
の
讃
美
歌

に

つ

い
て
」
(別
所
梅
之
助
執
筆
)
の
記
事
あ
た
り
を
発
生
源
と
す
る
も
の
ら
し
い
。
そ
こ

に
は
十
七
年
版
編
纂

の
折
に
、
「岩
野
泡
鳴
氏
が
助
手
と
し
て
尽
さ
れ
、
松
本
栄
子

な
ど
も
助
勢
せ
ら
れ
た
や
う
に
承
つ
て
を
り
ま
す
」
と
あ
る
。
以
後
、
こ
の
誤
伝

は
広
く
流
布
し
て
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

泡
鳴
が
関
与
し
た
の
は
、
実
は
改
正
増
補
版
ら
し
い
。
泡
鳴
は
大
阪
の
泰
西
学

院
、
東
京
の
明
治
学
院
、
仙
台
の
東
北
学
院
な
ど
、
諸
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を

転
々
と
し
た
あ
げ
く
、
明
治
二
十
七
年

(二
十
二
歳
)
の
時
点
で
は
、
築
地
の
歌
舞

伎
新
報
社
に
勤
務
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
デ
ピ
ソ
ン
の
も
と
に
出
入
り
す
る
よ
う
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に
な

っ
た
と
い
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
関
与
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
か

っ

た
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
上
来
、
縷
説
し
た
よ
う
に
、
十
七
年
版

・
改
正
増
補
版
は
と
も
に
も

っ
ぱ
ら
、
デ
ビ
ソ
ン
・
栄
子
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
尽
力
の
所
産
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

紙
幅

の
余
裕
が
な
い
の
で
、
最
後
に
栄
子
の
作
品

(翻
訳
・
創
作
)
を

一
暼
し
て

お
く
。

海
老
名

一
雄

「ゑ
い
子
女
史
と
日
本
の
讃
美
歌
」
は
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
栄
子
の

作
品
と
し
て
、
十
三
篇
を
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
の

一
篇
は
明
治

七
年
以
来
の
バ
ラ

・
本
多
庸

一
共
訳
の
も

の
ゆ
え
、
除
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
以
外
の
十
二
篇
は
よ
く
精
選
さ
れ
た
も

の
な
の
で
、
ま
ず
そ
れ
ら
を
列
挙
し
、

そ
の
上
で
さ
ら
に
話
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

(初
め
に
引
用
す
る
の
は
、

十
七
年
版
の
作
品
の
歌
い
だ
し
で
あ
る
。

た
だ
3

の
み
は
、
改
正
増
補
版
に
初
出

の
も
の
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
現
行

の
昭
和
二
十
九
年
版

『讃
美
歌
』
所
収
歌

の
歌
い
だ
し
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
も
3
の
み
は
、
い
ま
伝
わ

っ
て
い
な
い
の
で
、

昭
和
六
年
版

『讃
美
歌
』
所
収

の
も
の
を
示
す
)
。

1

「ひ
の
も
と
な
る

こ
の
み
く
に
を
」
↓

「
わ
が
や
ま
と
の

く
に
を
ま
も

り
」

.
2

「
は
な
の
つ
ゆ
と

ま
さ
ご
よ
り
」

↓

「さ
さ
や
か
な
る

し
ず
く
す
ら
」

3

「ゆ
か
し
き
ま
さ
ご
よ

い
ざ
わ
れ
に
か
た
れ
」
↓

「ゆ
か
し

き

ま

さ

ご

よ

い
ざ
か
た
れ
か
し
」

み
つ
か
い

4

「あ
ま
つ
さ
か
え
な
る

た
み
よ
よ
ろ
こ
べ
」
↓

「あ

め
に
は
御
使

喜
び

う
た
え
」

5

「わ
れ
よ
に
あ
る
う
ち

な
し
乂
わ
ざ

の
」
↓

「
わ
れ
世
に
あ
る
ま
に

な

せ
る
お
ざ
を
」

6

「あ
エ
か
父
や
く
シ
オ
ン
の
あ
さ
け

貴
き
み
ち
の
み
ひ
か
り
」
↓

「あ
あ

う
る
わ
し
き
シ
オ
ン
の
あ
さ

ひ
か
り
ぞ
照
り
そ
め
け
る
」

7

「あ
ま

つ
ま
し
み
つ

な
が
れ
き
て
」
↓

「あ
ま
つ
ま
し
み
ず

な
が
れ
き

て
」

8

「イ
エ
ス
よ
こ
鼠
う
に
や
ど
り
て

わ
れ
を
み
や
と
な
し
た
ま

へ
」
↓

「イ

ェ
ス
よ
、
こ
二
う
に
宿
り
て

わ
れ
を
宮
と
な
し
た
ま
え
」

9

「
い
と
も
い
そ
し
め

み
ち
の
と
も
よ
」
↓

「
つ
と
め
い
そ
し
め

花
の
う

え
の
」

10

「う
き
よ
の
な
げ
き
も

こ
」
う
に
と
め
じ
」
↓

「う
き
世
の
嘆
き
も

心

に
と
め
じ
」

11

「
は
る
か
に
あ
ふ
ぎ
み
る

か
が
や
き
の
み
く
に
二
」
↓

「
は
る
か
に
あ
お

ぎ
見
る

か
が
や
き
の
み
く
に
に
」

12

「
は
る
の
あ
さ
け

な

つ
の
ま
ひ
る
」
↓

「
は
る
の
あ
し
た

な
つ
の
ま
ひ

る
」

こ
れ
ら
は
過
去

一
世
紀
も

の
問
、
信
者
た
ち
に
よ

っ
て
歌
い
つ
が
れ
て
き
た
懐

し
い
作
品
群
で
あ
る
。
い
ま
で
も
日
ご
と
、
公
的

・
私
的
に
愛
唱
さ
れ
て
い
る
に

ち
が
い
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
が
明
治
初
期
、
う
ら
若
い
少
女
に
よ

っ
て
製
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
劇
的
と
も
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
創
作
は
ー

(「
ひ
の
も
と
な
る
…
…
」)
と
7

(「あ
ま
つ
ま
し

み
つ
…
…
」)
で
、
そ
れ
以
外
は
翻
訳
で
あ
る
。
以
下
、
創
作
の
二
篇
を
現
行
の
も

の
と
対
比
し
な
が
ら
、
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
は
、
上
段
が
明
治

十
七
年
版

『基
督
教
聖
歌
集
』
初
出
の
も
の
、
下
段
が
現
行

『讃
美
歌
』
(昭
和
二

十
九
年
)
に
伝
わ

っ
て
い
る
も
の
で
、
と
も
に
全
文
。
ち
な
み
に
現

行

の

『讃
美

歌
』
は
、
明
治
三
十
六
年
版
以
来
の
各
派
共
通
讃
美
歌
集
で
、
昭
和
六
年

の
改
訂

版
を
、
戦
後
さ
ら
に
大
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
ー

最
初
に
、
栄
子
の
代
表
作
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と

し

て
知

ら

れ

る

7

(
「
あ

ま

つ
ま

し

み

つ

…

…
」
)

を

取

り
上

げ

る
。

一
あ
ま

つ
ま
し
み
つ

な
が
れ
き
て

よ
に
も
わ
れ
に
も

あ

ふ
れ
け
り

マ
マ

な
が
く
か
は
け
る

わ
が
た
ま
に

よ
の
み
つ

い
か

で

た
り
ぬ
べ
き

二
あ

ま

つ
ま
し
み
つ

の
み

て
こ
そ

マ
マ

わ
が

た
ま
は
ま

た

か
は
か
ざ
れ

き

み
の
め
ぐ
み

は

わ
れ

に
こ
そ

つ
き

ぬ
い
つ

み
と

わ
き

い
つ
れ

三
あ

ま

つ
ま
し
み
つ

貴
と
き
か
な

た
ゆ

る
せ
も
な
く

か
ぎ
り
な

し

そ

の
ま
し
み
つ

を

い
く
ち

よ
も

く

み
て
た
の
し
く

わ
れ

は
の
ま
ん

一
あ

ま

つ
ま
し
み
ず

な
が
れ
き

て

あ

ま
ね
く
世

を
ぞ

う
る
お
せ
る

な
が
く

か
わ
き
し

わ
が

た
ま
し
い
も

く
み
て

い
の
ち
に

か
え
り
け
り

二
あ
ま

つ
ま
し
み
ず

飲
む
ま
ま
に

か
わ
き
を
知

ら
ぬ

身

と
な
り
ぬ

つ
き
ぬ
め
ぐ
み
は

こ
こ
ろ

の
う
ち
に

い
ず
み
と
な
り
て

湧
き
あ
ふ
る

三
あ
ま

つ
ま
し
み
ず

う
け
ず

し
て

つ
み

に
枯
れ
た
る

ひ
と
く
さ

の

さ
か
え

の
花
は

い
か
で
咲
く
べ
き

そ
そ
げ

い
の
ち

の

ま
し
み
ず

を

上
段
は
明
治
十
七
年
版

『基
督
教
聖
歌
集
』

の
一
五
〇
番
。

「祈
疇
讃
美
」
章

の
中
に
あ

っ
て
、
「永
遠
恵
水
」
と
い
う
題

を
も
つ
。
こ
の
歌
は
、
キ
リ
ス
ト
と
サ

マ
リ
ヤ
の
水
汲
み
女
と
の
問
答
を
中
心
と
す
る
ヨ
ハ
ネ
伝
四
章

の
話
を
踏
ま
え
た

わ
が

の
む
も
の

か
ぎ
り
な
く

か
っ

あ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

「我
あ
た
ふ
る
水
を
飲
者
は
永
遠
か
わ
く
事
な
し
且
わ
が
予
ふ

そ
の
う
ち

わ
ぎ
い
で

か
ぎ
り
な
ぎ
い
の
ち

る
水
は
其
中
に
て
泉
と
な
り
湧
出
て

永

生

に
至
る
べ
し
」
(明
治
十
五
年
版
『新

約
聖
書
』)
と
い
う
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
ば
に
め
ざ
め
た
女
の
思

い
に
重
ね
て
、
作
者

は
信
仰
告
白
を
し
て
い
る
。
そ
の
さ
わ
や
か
な
陳
述
の
切
れ
味
が
、
原
作

の
見
ど

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

下
段
は
現
行
讃
美
歌

の
一
=

七
番
。
こ
れ
は
ふ
し
ぎ
な

こ
と

に
、

「伝
道
」
章

中
に
収
ま

っ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
最
後
の
第
三
節
は
、
伝
道
の
意
志
表
示
と
も
と

れ
る
が
、

「そ
そ
げ
い
の
ち
の

ま
し
み
ず
を
」
は
、
そ
も
そ
も
自
戒

の
は
ず
で

あ
り
、
伝
道
の
志
向
で
は
な
か
ろ
う
。
原
作
が
こ
う
し
た
形
に
改
作
さ
れ
る
の
は
、

明
治
三
十
六
年
版

『讃
美
歌
』
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は

「贖
罪
」
章
中

に
収
ま

っ
て
い
た
。
伝
道

の
歌
と
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
六
年
版
か

ら

で
あ

る
。

〈伝
道
〉
は
キ
リ
ス
ト
の
側

の
問
題
で
あ

っ
て
、
こ
の
歌
の
そ
も
そ
も
の
モ
チ
ー
フ

は
、
そ
れ
を
受
け
る
側
の

〈讃
仰
〉
に
あ

っ
た
。
そ
の
双
方
を
混
在
さ
せ
る
よ
う

な
措
置
が
、
ど
う
し
て
と
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

あ
り
て
い
に
い
え
ば
、
栄
子
の
原
作
は
、
抒
情
詩
で
あ
り
、
文
学
で
あ

っ
た
。

そ
こ
か
ら
主
観
性
を
排
除
し
、
作
品
に
公
共
性

・
普
遍
性
を
付
与
し
よ
う
と
い
じ

り
ま
わ
し
て
い
る
う
ち
に
陥
穽
に
は
ま

っ
た
、
と
で
も
み
る
ほ
か
な
い
。

こ
の
歌
の
曲
譜

の
作
者
は
、
J
・H
・
マ
ク
ー
ノ
ー
ト
ン
(
一
八
二
九
～

一
九
〇

一
)

と
さ
れ
る
が
、
こ
の
ひ
と
は
経
歴
が
わ
か
ら
ず
、
国
籍
ま
で
不
明
ら
し
い
。
讃
美

歌
委
員
会
編

『讃
美
歌
略
解

・
後
編
』
(昭
和
三
十
年
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
曲
は

「明

治
時
代
に
米
国
宣
教
師
が
日
本
伝
道
用
に
持
参
し
た
伝
道
用
福
音
唱
歌
で
あ
り
、

そ
の
作
曲
者
は
お
そ
ら
く
無
名
の
米
国
人
と
推
定
さ
れ
る
。
曲
は
唱
歌
調
で
あ
り
、

大
し
た
芸
術
的
価
値
も
な
い
が
、
わ
が
国
で
は
明
治
時
代
か
ら
ひ
ろ
く
親
し
ま
れ

て
き
た
」
と
い
う
。

(
こ
の
曲

の
付
い
て
い
る
讃
美
歌
と
し
て
は
、
ほ
か
に
例
の

結
婚
式
用
の

「
い
も
せ
を
ち
ぎ
る
…
…
」
が
あ
る
)。
「福
音
唱
歌
」
と
い
う
の
は
、

黒
人
霊
歌
と
キ
ャ
ン
プ

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
ソ
ン
グ
の
流
れ
を
汲
む
大
衆
伝
道
用

の
も
の
で
、
十
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
で
多
産
さ
れ
た
。
そ
の
た
ぐ
い
の
親
し

み
や
す
い
調
べ
と
、
内
容
の
清
純
さ
と
に
よ
っ
て
、
「あ
ま
つ
ま
し
み
つ
…
・.・」
は

と
く
に
女
性
に
好
ま
れ
て
き
た
が
、
い
ま
は
立
往
生

の
悲
運
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
曲
に
は

「大
し
た
芸
術
的
価
値
も
な
い
」
と
す
る
大

上
段
な
言
い
分
に
も
、
わ
た
し
は
疑
問
符
を
呈
し
て
お
く
。

鳳
ひ

の
も
と
な
る

こ
の
み
く

に
を

か

へ
り
み

な
み
か
ぜ

な
く

い
と
や
す
ら
に

ま
も
り
た
ま

へ

わ
が
か
み

一
わ
が

や
ま
と
の

国
を

ま
も
り
、

あ

ら
ぶ
る

国

を
し
ず

め
、

よ

よ

代

々
や
す
け
く

お
さ
め
た
ま
え
、

わ
が
神
。
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二

こ
の
み
く

に
を

た
た
せ
て

よ
も

の
う
み
に

わ
が

か
み

三
あ

め

つ
ち
を
も

わ
が

か
み

な
ほ
み
く

に
を

よ
よ
ま
で

よ
よ
に
た
か
く

き

よ
き

す
が

た

う

つ
し
た
ま

へ

し
ろ
し
め
せ
る

み
ち
か
ら
も

て

ま
も
り

た
ま

へ

二
わ
が
愛
す

る

に
ご
れ
る

と
こ
し
な
え
に

わ
が

か
み
。

ひ

も
と

三
わ
が

日
の
本

み
こ
こ
ろ

主

の
み
く

に
と

わ
が

か
み
。

国
を
め
ぐ

み
、

波

た
た
せ
で
、

き

よ
め
た
ま
え
、

ひ
か
り
を
そ
え
、

お
こ
な
わ
れ

て
、

な
ら

せ
た
ま
え
、

上
段
は
明
治
十
七
年
版

『
基
督
教
聖
歌
集
』

の
四

一
八
番
で
、
下

段

は

現

行

『讃
美
歌
』

の
四

一
五
番
。
前
者
は

「国
歌
」
章
中
に
あ

っ
て
、
「国
歌
」
と
い

う
題
を
も
ち
、
「国
福
を
祈
る
」
と
い
う
副
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は

「母

国
」
章
中
に
あ

っ
て
、
他

の
も

の
と
同
じ

よ
う
に
無
題
。

と
こ
で
も

っ
と
も
問
題
な
の
は
、
後
者

の
作
詞
者
を

「目
ρ
吋
9
団
o
のぼ

]≦
簿
の午

矯
9
白
9
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
讃
美
歌
委
員
会
編

『讃
美
歌
略
解

・
前
編
』

(昭
和
二
十
九
年
)
は
、
こ
れ
を
松
山
高
吉

の
創
作
と
す
る
前
提
に
立

っ
て
、
ま
ず

「国
祭
目
そ
の
他

の
国
家

の
行
事
に
日
本

の
教
会
で
最
も
よ
く
歌
わ
れ
る
歌
で
あ

る
」
と
述
べ
、
以
下
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

こ
れ
は
オ
ル
チ
ン
編
曲
の

国
ぼ
o
目
0
8

に
合
せ
て
、
彼

(松
山
高
吉
)
が

作

っ
た
も
の
で
、
『新
撰
讃
美
歌
』
ド
◎。。。
。。
に
初
め
て
発
表

さ
れ

た
。
単
純
平

明
な
愛
国
の
歌
で
あ
り
、
曲
も
う
た

い
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
、
大
い
に
用
い

ら
れ
、
大
正
十
三
年
、
皇
后
陛
下
が
同
志
社
女
学
校
を
た
ず
ね
ら
れ
た
時
に

も
、
第
二
次
大
戦
後
、
天
皇
陛
下
が
神

戸
女
学
院
に
お
い
で
に
な

っ
た
時
に

も
、
生
徒

一
同
に
よ

っ
て
う
た
わ
れ
、

両
陛
下
を
感
激
せ
し
め
た
と
い
う
逸

話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
古

風
な
用
語
が
改
め
ら
れ
た
。

が
、
こ
の
歌
は
明
治
二
十

一
年

(
一
八
八
八
)
刊
行
の

『新
撰
讃
美
歌
』
に
、
松

山
高
吉
に
よ
っ
て

「初
め
て
発
表
さ
れ
た
」

の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
十
七
年

版

『
基

督

教

聖

歌
集

』

に
、

松

本

栄

子

に

よ

っ
て
初

め

て
発

表

さ

れ

た

の
で
あ

る
。

し

か
も

彼

女

は
、

こ
れ

を
創

作

と

せ
ず

、

「
O
o
島

三

$
°・

o
嘆

口
醇

貯

o

冨
昌
9

に
始

ま

る

原

歌

の
翻

案

と

し

て
発

表

し

て

い

る
。

試

み

に

明
治

三
十

八
年

に

ニ

ュ

ー

ヨ
ー

ク

で
刊

行

さ
れ

た

『
目
げ
o

]≦
o
些

o
亀
。ゆ
け
国
嘱
目
ロ
巴
』

に
当

た

っ
て
み

る

と
、

そ

の
原

歌

は
C

・
T

・
ブ

ル

ッ
ク

ス

(
一
八

=
二
～

一
八
八
三
)
、

J

・
S

・
ド

ゥ
ワ
イ

ト
(
一
八

=

一～

一
八
九

三
)
両
者

に

よ

る
合

作

の
、

次

の

よ
う

な

も

の

で
あ

る
。12
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o
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o

夢
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巴
o
q
傷

零
o

o
亳

O
O
伽

の
錚
く
O

叶
げ
O

曾
9
け
O
圃

遺
稿
集

『永
井
ゑ
い
子
詩
文
』
に
は
、
栄
子
の
短
歌

・
新
体
詩

・
唱
歌
等
を
集
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め
た

「大
和
な
で
し
こ
」

一
巻
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
そ

の
中
に

「国
歌
」
と
題

す
る
次

の
よ
う
な
作
品
が
見
ら
れ
る
。

ひ
の
も
と

み

く
に

か

へ
り

や

す

ら

日
本
な
る

こ
の
神
国
を

眷
顧
み

波
風
な
く

い
と
安
穏
ら
に

護
り

給

へ

わ
が
神

み

く
に

よ

も

こ
の
神
国
を

代

々
に
高
く

立
た

せ
て

清
き
姿

四
面

の
海
に

映
し

給

へ

わ
が
神

表
題

の

「
国
歌
」
に
は

「譜
ア
メ
リ
カ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
女
は

H

・
キ
ャ
レ
イ

(
一
六
八
五
～

一
七
四
三
)

の
曲
に
合
わ
せ
な
が
ら
、

二
節
か
ら
成

る
単
純
な
原
歌
を
換
骨
奪
胎
し
て
、
同
じ
く
二
節
か
ら
成
る
こ
の
荘
重
な
翻
案
を

ま
ず
ま
と
め
、
次
い
で
第
三
節
を
添
え
て

『基
督
教
聖
歌
集
』

に
収

め
た
、
と
い

う
の
が
実
際
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
翻
案
と

は
い
え
、
ほ
ぼ
創
作

に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
。
彼
女

の
そ

の
よ
う
な
原
作
は
、
愛
国

の
情
感
に
満
ち
て
い
る
上
に
、
「…
…

た
ま

へ

わ
が
か
み

(
よ
よ
ま
で
)」

の
連
接
が
、
何
と
も
さ
わ
や
か
で
あ

る
。

『新
撰
讃
美
歌
』

の
編
輯
委
員
の
ひ
と
り
、
松
山
高
吉
が
そ
れ
に
手
を
加
え
て
、

現
行
の
も
の
の
母
型
と
な
る
改
作
を
仕
立
て
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
や
は
り
合
理
化

の
所
産
で
、
栄
子
の
原
作

の
鮮
度
と
迫
力
が
薄
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
な
め
な

い
。
そ
の
程
度
は
、
現
行
の
も
の
で
は
い

っ
そ
う
ひ
ど
く
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

海
老
沢

一
雄
は
、
こ
の
栄
子
の
原
作
を
め
ぐ

っ
て
、

之
れ
は
女
史

の
創
作
に
か
か
る
も

の
で
、
(中
略
)
「
ア
メ
リ
ヵ
」

の
曲
譜

を
以
て
唱
は
れ
た
。
然
る
に
現
行

「
さ
ん
び
か
」

に
於
て
は
之
に
対
し
て
オ

ル
チ
ン
氏
作

の
新
曲
譜
が
与

へ
ら
れ
、
同
時
に
歌
詞
も
幾
分
改
訂
さ
れ
た
。

(「ゑ
い
子
女
史
と
日
本
の
讃
美
歌
」)

と
し
る
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
現
行

「さ
ん
び
か
」
と
は
、
明
治
三
十
六
年

版
の
各
派
共
通

『讃
美
歌
』

の
こ
と
。
が
、
そ
う
し
た
改
変
は
同
書

で
さ
れ
た
の

で
は
な
く
、
ず

っ
と
以
前
の

『新
撰
讃
美
歌
』
で
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
曲
も
同

書

の
編
輯
委
員

(音
楽
担
当
)
の
、

オ
ル
チ
ソ
の
も
の

(「口
H乞
O
]≦
O
↓
O
」)
と

差
し
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
新
曲
に
つ
い
て

『讃
美
歌
略
解

・
後
編
』
(前
出
)
は
、

は
、
「国
HZ
O
]≦
O
目
O
は
、
オ
ー
ル
チ
ン
が
多
分
米
国
の
曲
か
ら

一
八
八
九
年
に

編
曲
し
た
も
の
で
、
(中
略
)
ひ
ろ
く
日
本
人
に
愛
唱
さ
れ
て
き
た
曲
で
あ
る
。
し

か
し
、
祖
国
愛
に
満
ち
て
神
に
祈
る
歌
と
し
て
は
力
強
さ
が
足
り
な
い
憾
み
が
あ

る
」
と
解
説
し
て
い
る
。

「力
強
さ
が
足
り
な
い
」

は
、
し
か
し
曲
で
は
な
く
て
、
松
山
が
改
め
た
歌
詞

の

り

と

な
の
で
は
な
い
か
。
あ
え
て
い
う
な
ら
、
そ
こ
に
は
強
く
祝
詞
調
が
揺
曳
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
松
山
の
出
自
が
平
田
鉄
胤
門
で
、
か
れ

が
神
道

へ
の
嗜
好
を
終
生
も
ち
つ
づ
け
た
と
い
う
経
歴
と
関
わ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
栄
子
の
原
作
に
は
、
こ
れ
も
あ
え
て
い
う
と
、
藤
田
東
湖
の
長
詩

「正
気

歌
」

の
投
影
が
認
め
ら
れ
る
。
彼
女
は
父
親
を
介
し
て
、
水
戸
学
に
も
薫
染
し
て

い
た
ら
し
い
。
そ
の
長
詩
を
書
い
た
、
八
歳
の
折
の
雄
渾
な
筆
跡
が
遺
稿
集
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
は
そ
の
掛
軸
を
、
最
後
ま
で
手
離
さ
な
か

っ
た
と
い
う
。

前
掲

の
海
老
名

の
文
章
は
昭
和
三
年
、
ア
メ
リ
カ
で
し
る
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が

っ
て
、
日
本
の
事
情
に
疎
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
は
無
理
も
な
い
。
そ
れ
に

し
て
も
、
亡
き
栄
子
を
記
念
す
る
た
め
に
、
こ
の
愛
国
の
聖
歌
は

「女
史
の
創
作
」

と
か
れ
が
誇
ら
か
に
し
る
す
時
点
の
目
本
で
は
、
そ
れ
は

「松
山
高
吉
の
創
作
」

で
し
か
な
か

っ
た
と
い
う
の
は
痛
ま
し
い
。
果
た
し
て
、
そ
の
あ
と
三
年
し
て
完

成
し
た
昭
和
六
年
版

『讃
美
歌
』
に
お
い
て
、
そ
れ
に

は

す

で

に

は

っ
き

り

コ
》
吋
9
団
oの
ぼ

髯
暮
ωξ

騨
ヨ
錚
」

の
銘
が
打
た
れ
て
い
た
。
そ
の
と
き
、松
山
は

ま
だ
在
世
し
て
い
た
。

(従
来
、
日
本
人
の
創
作
歌
に
は
す
べ
て

「O
ほ
oq
貯
9
に

と

の
み
し
る
す
の
が
慣
わ
し
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
昭
和
六
年
版
か
ら
は
、
そ
れ
に

12



も
氏
名
を
明
記
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ

る
)
。

明
治
二
十

一
・
二
十
三
年
版

『新
撰
讃
美
歌
』
↓
同
三
十
六
年
版

『讃
美
歌
』

↓
昭
和
六
年
版

『讃
美
歌
』
↓
同
二
十
九
年
版

『讃
美
歌
』
と
い
う
流
れ
を
た
ど

っ
て
、
各
派
共
通
を
建
て
前
と
す
る
日
本

の
讃
美
歌
は
発
展
し
、
今
日
に
至

っ
た
。

栄
子
が
総
力
を
傾
け
て
関
与
し
た
明
治
十
七

・
二
十
八
年
版

『基
督
教
聖
歌
集
』

は
、
そ
の
過
程
で
見
る
間
に
、
あ
え
な
く
雲
散
霧
消
す
る
。

そ
の
最
後
を
見
届
け
る
か
の
よ
う
に
し

て
明
治
三
十
五
年
、
栄
子
は
単
身
、
格

別
な
目
的
も
な
く
渡
米
す
る
。
こ
の
日
本
脱
出
に
は
、
多
岐
な
原
因
が
絡
ん
だ
ら

し
い
と
は
い
え
、
そ

の
主
軸
は
や
は
り
讃
美
歌
問
題

で
あ

っ
た
と
思
う
。

そ
し
て
在
米
、
二
十
七
年
。
再
び
母
国

の
土
を
踏
む
こ
と
の
な
か

っ
た
彼
女
は
、

日
本
の
讃
美
歌
史

の
上
か
ら
も
、
ひ
い
て
は
日
本
の
近
代
詩
史

の
上
か
ら
も
、

つ

い
に
抹
殺
さ
れ
る
結
果
に
な

っ
た
。
彼
女

の

「遺
言
」

の
末
尾

に

は
、
「私

の
遺

灰
を
大
洋

の
中
に
撒
布
せ
よ
。
あ
る
暖
き
春

の
日
に
」
と
い
う
添
え
書
き
が
さ
れ

て
あ

っ
た
。
そ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
耳
に
し
な
が
ら
、
わ
た
し
は
な
お
し
ば
ら
く
は

彼
女
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

●
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